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平
成
か
ら
令
和
へ
と
時
代
が
移
り
、
大
き
な
発
展

が
期
待
さ
れ
て
い
た
正
に
そ
の
時
に
、
湖
北
省
武
漢

に
端
を
発
す
る
コ
ロ
ナ
騒
動
が
世
界
中
に
蔓
延
し
て

今
や
我
々
の
日
常
生
活
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い

る
。
武
漢
と
言
え
ば
有
名
な
黄
鶴
楼
が
あ
る
所
で
、

崔
顥
の
詩
の
頸
聨
に「
晴
川
歷
歷
漢
陽
樹
」と
あ
る

よ
う
に
、
長
江
を
挟
ん
で
武
漢
市
街
の
対
岸
に
あ
る

の
が
黄
鶴
楼
で
あ
る
。
い
わ
ば
漢
詩
の
故
郷
と
言
っ

て
も
よ
い
所
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
感
染
症
で
あ
る
。

　

こ
の
騒
動
を
受
け
て
、
神
漢
連
で
は
、
二
月
以
降

の
全
て
の
行
事
を
中
止
し
、
五
月
末
に
予
定
し
て
い

た
総
会
も
手
紙
で
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す

る
と
い
う
形
を
と
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
お
か
げ

で
何
時
も
は
総
会
に

出
席
さ
れ
な
い
方
々
、

サ
ー
ク
ル
に
所
属
し

て
い
な
い
方
々
か
ら

の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
こ
の
点
は
か

え
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
困
っ
た
現
状
に
も
く
じ
け
ず
、
神
奈

川
の
会
員
の
皆
様
方
は
た
く
ま
し
い
。
集
ま
っ
て
会

議
・
講
義
が
出
来
な
け
れ
ば
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
で

意
思
の
疎
通
を
図
り
、
Ｐ
Ｃ
を
持
っ
て
い
な
い
人
に

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
で
対
処
す
る
等
と
い
ろ
い
ろ
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
る
。
そ
の
極
め
つ
き
が「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

会
議
」で
、
Ｐ
Ｃ
／
ス
マ
ホ
で
お
互
い
の
顔
を
見
な

が
ら
議
論
が
で
き
る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
私

も
ベ
テ
ラ
ン
の
方
の
ご
指
導
を
受
け
て
初
め
て
参
加

し
た
が
、
メ
ー
ル
で
の
文
章
の
や
り
取
り
だ
け
で
は

得
ら
れ
な
い
点
が
多
く
そ
の
効
果
は
絶
大
で
あ
る
。

　

又
、
全
会
員
に
連
絡
せ
ず
申
し
訳
な
か
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
克
服
を
目
指
し
て
令
和
二
年
神
漢
連
漢
詩

大
会
を
開
催
し
た
所
、
七
十
五
首
の
力
作
が
集
ま
っ

た
。
玉
井
／
城
田
両
先
生
に
審
査
を
お
願
い
し
、
そ

の
結
果
を
こ
の
会
報
と
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
た
の
で
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。

　

所
で
、
総
会
の
挨
拶
文
で
、
Ｐ
Ｃ
漢
詩（
神
辞
会
）

や
、「
捜
韻
」で
代
表
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
情
報
の
検
索
手

法
が
漢
詩
界
の
将
来
に
と
っ
て
改
革
の
重
要
な
要
素

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
申
し
上
げ
た
。
こ
の
長
期

の
休
み
期
間
を
通
じ
て
も
Ｐ
Ｃ
が
出
来
る
か
出
来
な

い
か
で
世
界
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

し
か
し
、
逆
に
心
配
な
点
が
あ
る
。
法
政
大
学
の

遠
藤
星
希
先
生
に
よ
れ
ば
李
白
の「
靜
夜
思
」は
中

国
で
は
詩
題
が「
夜
思
」、
起
句
が「
床
前
明
月
光
」

で
、
日
本
の「
牀
前
看
月
光
」と
は
異
な
っ
て
お
り
、

し
か
も「
明
月
光
」の
方
が
趣
が
あ
る
と
評
価
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
日
本
が
李
攀
龍
の「
唐
詩
選
」を

ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
の
に
対
し
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由

で
中
国
は
孫
洙
の「
唐
詩
三
百
首
」を
採
用
し
、現
在

に
い
た
っ
て
い
る
為
に
生
じ
た
相
違
点
で
あ
る
。

　
「
捜
韻
」で
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
起
句
は「
床
前

明
月
光
」と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は「
捜
韻
」の
情
報

が
日
本
の
漢
詩
界
の
考
え
方
に
必
ず
し
も
適
合
し
て

い
な
い
と
い
う
一
例
で
あ
る
。
Ｐ
Ｃ
得
意
の
人
達
が

Ｐ
Ｃ
知
ら
ず
の
古
い
世
代
の
方
々
が
丹
念
に
辞
書
を

引
き
、
或
い
は
古
今
東
西
の
成
書
を
紐
解
い
て
詩
を

理
解
し
て
き
た
地
道
な
努
力
を
見
習
う
事
を
忘
れ
、

又
、
自
分
の
頭
で
考
え
て
理
解
す
る
こ
と
を
怠
た
っ

て
い
る
と
こ
の「
靜
夜
思
」の
よ
う
な
事
例
を
見
逃

し
て
し
ま
う
事
に
な
る
。
こ
れ
で
は
せ
っ
か
く
優
れ

た
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
い
て
も
知
識
が
上
滑
り
に

な
っ
て
真
の
実
力
の
向
上
に
つ
な
が
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
の
が
私
の
危
惧
す
る
所
で
あ
る
。
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連
盟
の
行
事

令
和
二
年
度
第
十
五
回
神
漢
連
総
会

コ
ロ
ナ
禍
に
遭
遇
し

文
書
に
よ
る
総
会
を
実
施
！

事
務
局
長　

高
津
有
二

　

中
国
武
漢
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

が
世
界
的
に
猛
威
を
奮
い
、
四
月
に
全
国
に
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
長
い
人
生
で
も
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
長
期
間
の
外
出
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
漢
詩
の
古
典
を
勉
強
さ
れ
た
方
、
作
詩
に
没

頭
さ
れ
た
方
、夫
々
に
対
応
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

五
月
二
十
七
日（
水
）に
開
催
を
予
定
し
て
い
た

令
和
二
年
度
神
漢
連
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、「
文
書
に
よ
る
総
会
」と
さ
せ
て
頂

き
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
集
約
す
る
こ
と
と
致

し
ま
し
た
。

　

送
付
資
料
と
し
て
は
、「
令
和
元
年
度
の
総
括
と

令
和
二
年
度
の
活
動
に
向
け
て
」と
下
記
の「
令
和

元
年
度
決
算
案
と
令
和
二
年
度
予
算
案
」な
ら
び
に

「
令
和
二
年
度
役
員
・
運
営
委
員（
案
）」を
会
員
全

員
に
送
付
し
ま
し
た
。
総
会
開
催
を
予
定
し
て
い
た

日
ま
で
に
会
員
の
過
半
数
を
超
え
る
百
五
十
六
名
の

方
か
ら
回
答
を
頂
き
、
審
議
事
項
に
つ
い
て
は
回
答

者
の
全
員
の
方
の
賛
同
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多

く
の
会
員
の
方
か
ら
今
後
の
神
漢
連
の
活
動
に
つ
い

て
、貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

総
会
が
開
催
で
き
ず
、
十
分
な
ご
説
明
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、資
料
の
主
要
点
を
記
し
ま
す
。

・
令
和
二
年
度
の
活
動
に
向
け
て
の
会
長
挨
拶
で

は
、新
し
い
流
れ
と
し
て
の「
Ｐ
Ｃ
漢
詩
」に
つ
い
て

述
べ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
に
よ
り
、
漢
詩
を
取
り
巻
く

裾
野
が
拡
が
り
、一
方
で
は「
捜
韻
」に
代
表
さ
れ
る

ネ
ッ
ト
情
報
が
充
実
し
て
い
る
中
で
、
従
来
の
手
書

き
作
詩
に
代
表
さ
れ
る
地
道
な
努
力
と
の
融
和
の
重

要
性
を
述
べ
て
い
ま
す
。

・
神
漢
連
の
会
員
数
に
つ
い
て
は
、
自
然
退
会
の
会

員
も
あ
り
、令
和
元
年
度
末
で
二
百
三
十
七
名
で
す
。

・
令
和
元
年
度
・
二
年
度
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
、

特
出
す
べ
き
事
項
と
し
て
は
次
の
通
り
で
す
。

①
漢
詩
中
級
講
座（
指
導
員
養
成
講
座
の
名
称
変
更
）

の
第
二
回（
講
師
、後
藤
淳
一
先
生
）を
実
施
し
た
。

②
吟
行
会
は
三
年
ぶ
り
に
十
一
月
六
日
、
石
川
先
生

に
ご
参
加
頂
き
、大
磯
町「
鴫
立
庵
」で
実
施
し
た
。

③
講
演
会
は
、
十
一
月
十
三
日
、
高
芝
麻
子
先
生
の

「
漢
詩
の
四
季
、日
本
の
四
季
」を
開
催
し
た
。

④
九
月「
台
湾
漢
詩
ツ
ア
ー
」を
実
施
し
、十
三
名
が

参
加
。現
地
の
漢
詩
団
体
と
交
流
会
を
実
施
し
た
。

⑤
神
漢
連
叢
書「
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩（
上
）」

を
六
月
に
出
版
し
た
。

⑥
令
和
二
年
度
か
ら
、
漢
文
法
基
礎
講
座（
講
師
、

高
芝
麻
子
先
生
）を
実
施
予
定
で
あ
る
。

・
令
和
元
年
度
決
算
は
下
記
の
通
り
で
す
が
、
今
後

単
年
度
決
算
で
は
赤
字
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

来
年
度
は
会
費
改
訂
を
提
案
す
る
予
定
で
す
。

令
和
元
年
度
決
算
・
令
和
二
年
度
予
算

令和元年度田原基金決算書 令和 2年度一般会計予算書 令和元年度一般会計決算書
区分 費目 金額 区分 費目 金額 区分 費目 金額

収入
前年度繰越
七絶頒布等

916,575
524,637

収入

前年度繰越 147,255

収入

前年度繰越 228,015

支出
七絶編集他 467,954
指導者研修 46,285 年会費 524,600 年会費 544,000

残 次年度繰越 926,973 行事費 608,000 行事費 462,000
令和 2年度田原基金予算書 その他 192,000 その他 199,280

区分 費目 金額

支出

経常費 558,000

支出

経常費 404,871

収入
前年度繰越
七絶頒布等

926,973
795,000

行事費 755,000 行事費 563,137

支出 七絶印刷研修等 742,090 その他 98,000 その他 170,777
残 次年度繰越 979,883 残 次年度繰越 60,855 残 次年度繰越 147,255
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令
和
二
年
神
漢
連
漢
詩
大
会

― 

コ
ロ
ナ
禍
克
服
を
目
指
し
て 

―

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外
出
自
粛
が
続
く
中
、
そ
れ
ぞ

れ
の「
思
い
」を
漢
詩
に
残
し
共
有
す
る
こ
と
を
目

的
に「
神
漢
連
漢
詩
大
会
」が
開
催
さ
れ
、連
盟
会
員

か
ら
実
に
七
十
五
首
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

竹
林
舎
の
玉
井
、
城
田
両
先
生
の
審
査
に
よ
り
、

以
下
の
通
り
入
賞
・
入
選
者
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

 

三
水
七
歩
会　

大
谷
明
史

　

春
夜
蟄
居 

　

春
夜
蟄
居

病
鬼
跳
梁
迫
衆
民 

病
鬼
跳
梁　
衆
民
に
迫
る

萬
家
粛
粛
不
遊
春 

万
家
粛
々
と
し
て
春
に
遊
ば
ず

筝
聲
一
曲
彈
何
處 

筝そ
う
声
一
曲　
弾
ず
る
は
何
れ
の
処
ぞ

開
牖
中
天
皎
玉
輪 

牖ゆ
う
を
開
け
ば　
中
天　
玉
輪
皎こ
う
た
り

　

時
折
陋
屋
に
聞
え
て
い
た
琴
の
音
を
自
粛
の
静
夜

に
回
想
し
、
古
人
の
例
に
倣
い
、
音
楽
に
月
を
配
し

ま
し
た
。「
彈
何
處
」「
開
牖
」と
古
田
先
生
に
御
批
正

戴
き
、
想
像
外
の
栄
誉
に
浴
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

諸
先
生
、関
係
の
方
々
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

三
水
七
歩
会　

高
橋
純
子

　

憂
瘟
疫 

　

瘟
疫
を
憂
う

跳
梁
瘟
疫
是
何
因 

跳
梁
す
瘟
疫 

是
れ
何
の
因
ぞ

不
見
不
聞
愁
殺
人 

見
え
ず
聞
こ
え
ず
人
を
愁
殺
す

最
優
秀
賞

優
秀
賞

韶
景
江
都
陌
頭
寂 

韶
景
の
江
都 

陌
頭
寂
た
り

鎖
門
獨
送
落
花
春 

門
を
鎖
し
て
独
り
送
る 

落
花
の
春

 

詩
林
会　

川
久
保
普
美
子

　

庚
子
天
咎 

　

庚
子
天
咎

天
癘
掩
全
土 

天て
ん
癘れ
い 

全
土
を
掩
い

東
風
不
告
春 

東
風
は 

春
を
告
げ
ず

黙
然
任
時
去 

黙
然
と
し
て 

時
去
る
に
任
せ

暫
緩
養
閑
身 

暫ざ
ん
緩か
ん 

閑
身
を
養
う

 

好
文
会　

久
川
憲
四
郎

　

新
型
冠
狀
病
毒
襲
來　
新
型
冠
状
病
毒
の
襲
来

大
瀛
航
海
一
樓
船 

大
瀛 

航
海
の
一
楼
船

病
毒
攻
來
金
港
邊 

病
毒
攻
め
來
た
り 

金
港
の
辺

赤
壁
曹
公
燒
舸
艦 

赤
壁
の
曹
公 

舸
艦
を
焼
く
も

瘴
魔
不
滅
二
千
年 

瘴
魔 

滅
せ
ず 

二
千
年

（
註
）  

正
史
に
よ
れ
ば
、
赤
壁
の
戦
い
で
曹
公（
曹
操
）軍
は
兵

士
等
が
疫
病
に
罹
患
し
軍
船
を
焼
払
い
撤
退
と
あ
る
。

　
　
　
　
　

宇
野
次
郎
、
大
森
正
泰
、
工
藤
一
也
、

五
嶋
美
代
子
、久
川
愛
子
、森
川
誠
一
郎
、安
田　

博 

（
以
上
七
名
）

　
　
　
　
　

上
田
尤
子
、
斎
藤　

護
、
芝　

公
男
、

竹
村
文
孝
、　

中
山
洋
子
、
浜
辺
又
八
、三
浦
昭
二
、

安
田　

茂
、　

横
溝
喜
久
男
、萬
谷
美
次（
以
上
十
名
）

　

尚
、
両
先
生
と
ご
相
談
し
て
役
員
は
入
賞
・
入
選

か
ら
除
外
し
ま
し
た
。 

（
牛
山
知
彦
）

佳　

作

入　

選

令
和
二
年
度
人
事

☆
理
事

　

玉
井 
幸
久　

石
川 

省
吾　

 

古
田 

光
子

　

岡
田 
泰
男　

横
山 

真
吾　

 

桜
庭 

慎
吾

☆
執
行
理
事

　

三
村 

公
二（
会
長
）　

水
城 

ま
ゆ
み（
副
会
長
）

　

中
島 

龍
一（
副
会
長
）　

高
津 

有
二（
事
務
局
長
）

　

香
取 

和
之（
事
務
局
次
長
）　

室
橋 

幸
子

　

川
上 

修
己　

飯
島 

敏
雄　

瀧
川 

智
志

　

新
井 

治
仁　

大
森 

冽
子　

山
口 
幸
雄

　

牛
山 

知
彦

☆
監
事

　

松
井 

秀
人　

鈴
木 

正
敏（
新
任
、三
水
七
歩
会
）

　

特
別
相
談
役　
　

岡
崎 

満
義

　

相　

談　

役　
　

住
田 

笛
雄

　

顧　
　
　

問　
　

石
川 

忠
久　

窪
寺 

啓

　
　
　
　
　
　
　
　

淺
岡 

清
明　

池
上 

一
利

☆
運
営
委
員

　

家
吉 

幸
二　

犬
飼 

堯　
　

岩
波 

弘
道

　

芝　

 

公
男　

細
江 

利
昭　

安
田 

茂

　

上
田 

尤
子（
新
任
、金
星
会
）

（
注
）郵
送
し
た
総
会
資
料
の
中
で
お
名
前
が
欠
落
し
て
い
ま
し

た
の
で
、お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

竹
村
文
孝（
新
任
、令
和
会
）

飯
田
政
治（
新
任
、詩
林
会
）

内
山
義
浩（
新
任
、詩
游
会
）

（
参
考
）

竹
林
舎

　

玉
井 

幸
久　

飯
沼 

一
之　

城
田 

六
郎

　

古
田 

光
子　

住
田 

笛
雄　

桜
庭 

慎
吾



4

漢詩神奈川神奈川県漢詩連盟会報　第27号 令和2（2020）年7月15日

漢
詩
サ
ー
ク
ル
と
漢
詩
鑑
賞
会
の
一
年
間
の
活
動

 

事
務
局
長　

高
津
有
二

　

昨
年
度
も
漢
詩
鑑
賞
会
、
漢
詩
サ
ー
ク
ル
で
お
世

話
頂
い
た
講
師
の
先
生
方
、
役
員
の
方
々
に
衷
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
二
年
に
入
り
、
世
界
中
が
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞

わ
れ
、
神
漢
連
で
も
二
月
以
降
は
集
会
、
講
義
が
出

来
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
役
員
の
方
々
を
中

心
に
Ｐ
Ｃ/

ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
メ
ー
ル
、
あ
る
い

は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
等
、
活
動
を
継
続
で
き
た
こ
と
に

対
し
て
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
、
昨
年
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
て
サ
ー
ク
ル
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

日
頃
は
顔
を
会
わ
せ
な
い
方
と
の
交
流
も
出
来
て
、

好
評
で
し
た
。
今
後
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
相
互
交
流

の
場
を
計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

鑑
賞
会
で
は
講
師
の
先
生
方
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦

労
の
賜
物
で
、毎
回
、盛
会
裏
に
開
催
で
き
て
お
り
、

漢
詩
に
接
す
る
憩
い
の
場
と
し
て
、
会
員
各
位
か
ら

大
変
な
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
昨
年
は
講
師
の
先
生

の
交
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
先
生
方
に

御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
鑑
賞
会
の
新
た
な
展

開
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
り
ま
す
。

会
員
の
活
動

令和元年度サークル活動状況 2020/4/1現在
開始年、区分 サークル名 会員数 代表者 指導者 開催月・曜日 主な会場 特記事項

H19、1期 金星会 7 上田尤子 飯沼一之 偶数月・第2火 かながわ県民
センター

・ 吟行会（寒川神社）実施。　・自由題、次韻の詩の勉強。
・ 自詠自書展に2名出品。

H20、2期及び
H25、7期 三水・七歩会 11 中島龍一 古田光子 奇数月・第3水 八洲学園大学

（高島町）

・ 新人1名入会（東京在住）
・ 腰痛治療の1名1年ぶりに復帰。
・ 作詩は課題詩で実施中。

H21、3期 好文会 7 高津有二 城田六郎 偶数月・第3木 かながわ県民
センター

・ 元年10月、開設満10周年、60回記念例会を開催。（この間一度
も休会なし）　・元年12月「好文會詩集（第二集）」を発刊。

H22、4期 詩游会 11 川上修己 住田笛雄 偶数月・第3火 神奈川県立公
文書館

・ 吟行会（年1~2回）、詩集（不定期）、カレンダーの発行（過去5年間毎年）。
・ 律詩などを鑑賞する「詩季の会」を1月から発足。他サークルからも参加。

H23、5期 五友会 8 飯島敏雄 住田笛雄 偶数月・第2木 かながわ県民
センター

・ 例会には詠題詩と自由題詩の2作品提出。
・ 年1回会員の中野さんの茶室で煎茶会と批正会を実施。

H24、6期 以文会 13 香取和之 桜庭慎吾 奇数月・第3木 かながわ労働
プラザ ・ 元年6月江ノ島で吟行会実施。

H24、岳精会 岳精会漢詩
研究会 8 家吉幸二 城田六郎　　

三村公二 偶数月・第2水 岳精流日本吟院
総本部（川崎市）

・ 例会は「真・善・美」「岳精会会詩」合吟後開始。
・ 8月と12月の親睦会では自詠自吟披露などにより懇談。

H26、8期 八起会 13 芝　 公 男 中島龍一 奇数月・第3木 横浜市開港記
念会館

・ 会員の詩力は着実に向上。3年連続で全国的な漢詩大会
の入賞、入選者を出す。

H27、9期 九詩期会 14 山口幸雄 古田光子　　
川上修己 奇数月・第2木 八洲学園大学

（高島町）
・ コロナウィルスのため3月例会を中止。結成以来初めて。
・ 満5年を記念して詩集の刊行を計画中。

H28、
千代田岳精会

千代田岳精会
漢詩研究部 13 犬 飼　 堯 桜庭慎吾　　

香取和之 偶数月・第1木 明治生命新宿
ビル ・ 4月に千代田岳精会と交流会を開催。

H28、10期 十期会 10 細江利昭 高津有二　　
川上修己 奇数月・第3木 横浜市泉公会堂

横浜市戸塚公会堂 ・ 詩集第2号を編集（内部資料）。

H29、11期 詩林会 8 飯田政治 中島龍一　　
飯島敏雄 偶数月・第2水 会員マンションの

集会所（川崎市） ・ 例会後毎回川崎駅近くの居酒屋で懇親。

H30、12期 干支会 5 安 田　 茂 三村公二
新井治仁 奇数月・第2木 地球市民かながわ

プラザ（本郷台） ・ 例会後毎回親睦会を開催。

R1、13期 令和会 14 竹村文孝 水城まゆみ
松井秀人 奇数月・第1火 横浜市西区福祉活動

拠点「フクシア」高島町 ・ 元年9月発足第1回例会。3月はコロナウィルスのため中止。

計 14サークル 135 奇数7,偶数7

漢詩鑑賞会一覧 注）各鑑賞会は6月迄、集会方式では休会中。尚、B及びCは主としてメール方式で開催。　　　　　
名称 講師 曜日・時間 会場 問合せ先 概要

鑑賞会A 桜庭慎吾 第4木
13：15─15：45

地球市民かながわ
プラザ（本郷台）

瀧川智志　　
045-516-1234

宋詩を順次鑑賞。北宋では蘇軾、南宋では
陸游、楊萬里、笵成大等を予定している。

鑑賞会B 住田笛雄、水城まゆみ、
川上修己

第4金　　　　　　
13：30-─16：00 県民センター　 牛山知彦　   

080-5521-6735　　　　　
中国名詩選(井波律子著）の鑑賞と同名詩の
次韻での作詩。

鑑賞会C 城田六郎、中島龍一、
新井治仁、香取和之

第4火
13：30─16：00 かながわ労働プラザ 香取和之　 

0467-48-5446
「七言絶句ここから一歩」に基づき、毎回12
首を白文から読み解く。

霧笛女子会 古田光子 偶数月、第1火
13：00─15：00　 県民センター　 水城まゆみ

0463-87-2657 女性詩人、女性の関係する詩を中心に解説。

注）メールアドレス、瀧川:takigawa.ty@jcom.zaq.ne.jp　牛山:koryu.kitsuan@gmail..com 香取:katorikazuyuki@gmail.co　水城:mmizuki@kfz.biglobe.ne.jp
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漢
詩
鑑
賞
会
Ａ

　

－

宋
詩
鑑
賞
始
ま
る
！

－

　

漢
詩
鑑
賞
会
Ａ
は
、
桜
庭
慎
吾
先
生
の「
宋
詩
鑑

賞
」が
始
ま
り
、
第
一
回
定
例
会
が
一
月
二
十
三
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
回
に
相
応
し
く
、
中
学
・

高
校
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ふ
く
む
先
生
の
自
己
紹

介
の
後
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
宋
詩
の
特
徴
に
つ
い
て

の
ご
講
義
で
し
た
。概
要
以
下
の
通
り
で
す
。

　

漢
詩
は
中
国
唐
代
に
完
成
の
域
に
達
し
、
詩
の
入

れ
物
が
出
来
上
が
っ
た
。
こ
の
完
成
し
た
形
式（
絶

句
・
律
詩
・
古
詩
）を
う
け
つ
ぎ
、
宋
代
で
は
、
あ

た
か
も
文
章
で
物
語
る
よ
う
な
古
詩（
文
を
以
て
詩

と
な
す
）（
例
：
白
楽
天
の「
長
恨
歌
」）、
或
い
は
、
思

想
・
思
索
・
理
屈
を
述
べ
る
詩（
理
を
以
て
詩
と
な
す
）

（
例：同「
中
隠
」）に
倣
っ
た
詩
が
好
ん
で
作
ら
れ
た
。

一
方
、
詩
の
感
情
の
面
で
は
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
あ
わ

せ
て
言
葉
を
う
め
る
詞（
ツ
ー
）が
好
ま
れ
た
。

　

唐
代
と
宋
代
の
詩
の
違
い
は
、
一
言
で
い
う
な

ら
、
唐
代
は
情
熱
的
、
宋
代
は
冷
静
で
あ
る
。
宋
代

初
期
の
詩
人
で
、
冷
静
・
平
坦
・
素
直
な
詩
風
の
歐

陽
脩
と
梅
堯
臣
に
よ
り
宋
代
の
詩
の
方
向
が
定
ま

り
、宋
代
の
代
表
詩
人
蘇
軾
に
継
承
さ
れ
た
。

　

時
代
背
景
の
説
明
を
含
む
、
準
備
万
端
、
言
語
明

晰
な
先
生
の
名
講
義
は
、一
同（
四
十
名
）清
聴
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
二
回
は
、
二
月
開
催
の
予
定
で
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
中
止
と
な
り
、
次
回
開
催

が
待
た
れ
て
い
ま
す
。 

（
瀧
川
智
志
）

漢
詩
鑑
賞
会
Ｂ

　

鑑
賞
会
Ｂ
は
、中
国
名
詩
集（
井
波
律
子
著
）の
輪

読
に
よ
る
漢
詩
鑑
賞
と
と
も
に
、
参
加
者
が
名
詩
に

次
韻
し
て
作
詩
を
行
い
講
師
陣（
住
田
・
水
城
・
川

上
の
各
先
生
）か
ら
批
正
を
伺
い
、
作
詩
力
を
養
う

こ
と
が
そ
の
特
徴
で
す
。

　

他
の
鑑
賞
会
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
二
月
以
降
は
会

場
で
の
開
催
を
中
止
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
再

開
見
通
し
が
つ
か
な
い
状
況
下
、
少
し
で
も
活
動
を

継
続
し
て
詩
力
向
上
を
目
指
す
べ
く
、
講
師
お
よ
び

参
加
者
各
位
の
ご
協
力
の
も
と
、
作
詩
添
削
に
つ
い

て
、四
月
以
降
、以
下
の
試
み
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

① 

メ
ー
ル
に
よ
る
参
加
者
か
ら
の「
詩
稿
の
提
出
」

② 

一
斉
メ
ー
ル
に
よ
る「
詩
稿
一
覧
の
配
信
」

③ 
一
斉
メ
ー
ル
に
よ
る
参
加
者
間
で
の「
互
評
」「
意

見
交
換
」

④ 

メ
ー
ル
に
よ
る
各
講
師
か
ら
の「
批
正
の
集
約
」

⑤ 

一
斉
メ
ー
ル
に
よ
る「
批
正
加
筆
版
詩
稿
一
覧
の

配
信
」

⑥ 

一
斉
メ
ー
ル
に
よ
る
参
加
者
・
講
師
間
で
の「
批

正
に
対
す
る
質
疑
応
答
」「
意
見
交
換
」

⑦ 

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
よ
る「
批
正
解
説
会
開
催
」

　

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
は
、
メ
ー
ル
に
は
な
い
効
果

が
あ
り
、
何
よ
り
元
気
な
お
互
い
の
顔
が
見
え
る
の

で
参
加
者
の
繋
が
り
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
今
後
は
、「
輪
読
に
よ
る
漢
詩
鑑
賞
」を
含
む
完

全
な
形
で
の
例
会
開
催
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

（
牛
山
知
彦
）

漢
詩
鑑
賞
会
Ｃ
は
再
開
し
ま
し
た

　

鑑
賞
会
Ｃ
は
、
毎
月
十
二
首
の
七
言
絶
句
を
講
師

の
解
説
に
よ
り
白
文
か
ら
読
み
解
き
鑑
賞
す
る
勉
強

会
で
あ
り
、
登
録
会
員
は
四
十
五
名（
内
四
十
名
は

メ
ー
ル
使
用
者
）で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
蔓
延

の
影
響
で
、
他
の
鑑
賞
会
と
同
様
に
二
月
以
降
八
月

迄
は
集
会
型
の
例
会
は
中
止
と
な
っ
た
。
し
か
し
何

と
か
毎
月
学
び
た
い
と
い
う
声
も
強
く
、
主
と
し
て

メ
ー
ル
を
活
用
し
て
四
月
か
ら
再
開
し
た
。

① 

鑑
賞
会
Ｃ
の
毎
回
の
テ
キ
ス
ト
は
、
詩
の
白
文
・

読
下
し
・
語
釈
・
通
釈
か
ら
な
る
詩
本
体
、
語
釈

の
補
足
と
詩
人
略
伝
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
は
メ
ー

ル
又
は
郵
送
す
る
。

② 

各
員
は
こ
れ
ら
テ
キ
ス
ト
を
学
習
の
う
え
、
質
問

を
メ
ー
ル
又
は
郵
送
で
講
師
と
や
り
と
り
し
、
そ

の
後
講
師
は
こ
れ
ら
全
応
答
を
整
理
し
て
全
員

に
連
絡
す
る
。

メ
ー
ル
型
講
義
の
利
点
・
課
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
利
点
…
多
く
の
人
が
い
る
会
場
で
の
質
問
は
、
躊

躇
す
る
人
が
多
い
が
、
メ
ー
ル
で
の
講
師
と
の
や

り
と
り
は
抵
抗
感
が
少
な
く
、
質
問
は
集
会
型
よ

り
活
発
で
あ
る
。

②
課
題
…
テ
キ
ス
ト
配
布
型
で
は
集
会
型
と
異
な

り
、能
動
的
に
学
習
す
る
必
要
が
あ
る
。講
師
は
、

詩
の
鑑
賞
の
観
点
、
詩
に
ま
つ
わ
る
史
跡
・
典
故

な
ど
、
従
来
口
頭
で
解
説
し
て
い
る
内
容
を
簡
潔

に
ま
と
め
事
前
配
布
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

尚
、今
後
共
、皆
様
の
ご
要
望
に
応
え
る
べ
く
講
師・

ス
タ
ッ
フ
一
同
工
夫
し
て
い
き
た
い
。 

（
香
取
和
之
）
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漢
詩
サ
ロ
ン『
詩
季
の
会
』発
足

　

 

詩
游
会
で
は
結
成
後
、
十
年
を
経
過
し
、「
そ
ろ

そ
ろ
律
詩
に
挑
戦
し
よ
う
」と
の
声
が
高
ま
っ
て
き

た
の
を
き
っ
か
け
に
、
以
下
の
狙
い
で『
詩
季
の
会
』

を
組
織
し
ま
し
た
。

〇
律
詩
の
構
成
と
展
開
を
名
詩
を
鑑
賞
し
な
が
ら
内

部
講
師
の
講
義
を
題
材
に
討
論
し
て
学
習
。

〇
神
漢
連
の
サ
ー
ク
ル
横
断
的
に
会
員
を
募
り
、
作

詩
以
外
の
漢
詩
の
味
わ
い
方
も
交
流
す
る
。

〇
神
奈
川
の
郷
土
漢
詩
集
で
あ
る「
大
磯
竹
枝
」や

范
成
大
の「
四
時
田
園
雑
興
」等
四
季
の
う
た
、暮

ら
し
の
漢
詩
を
読
み
、詩
力
向
上
を
図
る
。

　

講
師
に
住
田
先
生
と
池
上
先
生
に
お
願
い
し
、
第

一
回
を
労
働
プ
ラ
ザ
で
八
サ
ー
ク
ル
十
七
名
の
参
加

を
得
て
一
月
二
十
一
日
に
開
催
、
漢
詩
解
釈
の
奥
深

さ
、
熱
の
こ
も
っ
た
詩
論
の
展
開
な
ど
四
時
間
を
超

え
る
活
況
で
し
た
。
開
催
日
は
原
則
と
し
て
奇
数
月

の
第
三
火
曜
日
で
す
が
、
次
回
は
、
県
施
設
の
都
合

に
よ
り
、
九
月
ま
で
延
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
休
会
中
は
、
参
加
者
に
計
百
七
十
頁
程
の
資

料
を
郵
送
し
、
予
め
自
習
い
た
だ
き
、
再
開
後
の
質

疑
に
充
て
る
予
定
で
す
。特
に
、押
韻
、平
仄
、対
句

構
造
な
ど
を
カ
ラ
ー
で
立
体
的
に
把
握
で
き
る
よ
う

に
工
夫
し
た
資
料
と
し
ま
し
た
。た
だ
、あ
ま
り「
学

び
の
場
」を
強
調
し
す
ぎ
ず
、
い
わ
ば「
漢
詩
の
サ

ロ
ン
」を
イ
メ
ー
ジ
し
、
自
由
闊
達
に
み
ん
な
で
喋

る
機
会
と
し
、
漢
詩
を
楽
し
み
な
が
ら
詩
力
向
上
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 （
板
本
健
作
）

飯
沼
一
之
先
生
の
詩
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

　

金
星
会
の
講
師
で
あ
る
飯
沼
先
生
の
五
言
絶
句

『
小
庭
花
花
』十
首
、『
野
鳥
』十
首
、
七
言
絶
句『
雑

詠
』十
二
首
、『
羇
旅
』十
五
首
、
計
四
十
七
首
を
こ

の
度
、
金
星
会
の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
頂
い
た
。
素
晴

ら
し
い
作
品
ば
か
り
な
の
で
四
十
七
首
全
て
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
。
是
非
と
も
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。
齢
を
重
ね
ま
す
ま
す
精
力
的
な

ご
活
躍
に
、一
同
背
中
を
押
さ
れ
る
思
い
で
あ
る
。

　

手
持
ち
の
用
紙
に
硬
筆
で
詩
を
し
た
た
め
、
詩
集

に
ま
と
め
る
先
生
の
ス
タ
イ
ル
は
、
そ
の
場
で
感
じ

た
心
の
動
き
を
直
接
読
み
手
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

作
詩
は
誰
に
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
こ
と
を
示
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
こ
こ
で
は
先
生

の
作
品
の
中
か
ら
、
身
近
な
東
京
駅
を
題
材
に
し
た

「
賀
東
京
駅
舎
復
旧
」を
ご
紹
介
し
た
い
。
詩
に
書
き

添
え
ら
れ
た
解
説
に
よ
り
、
読
み
手
は
よ
り
深
く
詩

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
先
人
の
詩
や
歴
史
に
関

す
る
豊
富
な
知
識
と
深
い
人
生
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ

た
先
生
の
ご
指
導
は
的
確
で
、
少
人
数
で
学
べ
る
こ

と
を
幸
せ
に
思
っ
て
い
る
。 

（
上
田
尤
子
）

好
文
會
詩
集（
第
二
集
）発
刊
し
ま
し
た

　

二
〇
〇
九
年
、
神
漢
連
第
三
回
初
心
者
入
門
講
座

で
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
て
、
同
年
秋
か
ら
二
ヵ
月
に

一
回
の
漢
詩
の
勉
強
会
を
始
め
て
二
〇
一
九
年
十

月
、
第
六
十
回
好
文
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

こ
の
間
、
一
度
も
欠
か
す
こ
と
な
く
継
続
し
て
、
開

催
で
き
た
こ
と
は
会
員
一
同
の
誇
り
で
す
。
当
初
、

十
一
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
鬼
籍
に
入
ら
れ

た
方
も
あ
り
、
現
在
も
七
名
の
会
員
が
、
二
ヵ
月
に

一
回
の
詩
稿
提
出
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
す
。

　

五
年
前
に
他
の
サ
ー
ク
ル
に
先
駆
け
て
、
最
初
の

詩
集
を
発
刊
し
た
時
は
、
時
期
尚
早
の
意
見
も
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
う
し
て
好
文
会
設
立
十
周
年
を
記
念

し
て
第
二
集
を
発
刊
で
き
た
こ
と
は
、
会
員
一
同
に

と
っ
て
、望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

　

漢
詩
の
出
来
栄
え
の
評
価
は
、
皆
様
に
お
任
せ
す

る
と
し
て
、
会
員
に
と
っ
て
は
、
掲
載
し
た
漢
詩
を

読
み
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
好
文
会
会
員
と
し
て
、

歩
い
て
き
た
人
生
の
ひ
と
コ
マ
を
、
将
来
懐
か
し
く

思
い
出
す
こ
と
で
し
ょ
う
。 

（
高
津
有
二
）
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て
も
嬉
し
か
っ
た
事
を
覚
え
て
い
る
。

　

こ
れ
が
最
初
の
ご
縁
で
、
そ
の
三
年
後
に
は
神
奈

川
県
漢
詩
連
盟
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
と
な
る
。
い

く
ら
感
謝
し
て
も
、し
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。

令
和
会
入
会
挨
拶 

令
和
会　

鈴
木
潔
州

　

山
居　

道
元
禅
師

西
來
祖
道
我
傳
東　

釣
月
耕
雲
慕
古
風

世
俗
紅
塵
飛
不
到　

深
山
雪
夜
草
庵
中

　

こ
の
度
、
御
縁
を
賜
り
令
和
会
の
末
席
を
汚
し
て

お
り
ま
す
。
群
馬
県
利
根
郡
み
な
か
み
町
に
あ
る
曹

洞
宗
嶽
林
寺
と
い
う
山
寺
を
守
っ
て
お
り
ま
す
。
曹

洞
宗
は
寛
元
二
年（
一
二
四
四
）、
大
本
山
永
平
寺
開

山
道
元
禅
師
が
中
国
に
留
学
、
浙
江
省
寧
波
に
あ
る

天
童
寺
住
持
如
浄
禅
師
よ
り
曹
洞
宗
の
法
を
受
継
ぎ

日
本
に
伝
え
た
事
に
始
ま
り
ま
す
。
宗
派
は
禅
宗
、

約
八
百
年
の
歴
史
、
全
国
に
約
一
万
五
千
の
寺
院
が

あ
り
ま
す
。

　

元
々
が
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
教
え
の
為
に
行
事
で

使
う
法
語
は
ほ
と
ん
ど
漢
詩
で
す
。
修
行
時
代
か
ら

漢
詩
は
学
ん
で
き
た
も
の
の
苦
手
に
し
て
お
り
ま
し

た
。
知
り
あ
い
の
老
僧
か
ら
勉
強
が
足
り
な
い
と
い

う
苦
言
を
頂
い
た
事
も
し
ば
し
ば
。
そ
の
為
、
し
ば

ら
く
前
か
ら
漢
詩
を
積
極
的
に
学
ぼ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
こ
の
会
を
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。

三
村
会
長
さ
ん
は
じ
め
先
生
方
の
漢
詩
へ
の
情
熱
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
熱
心
で
前
向
き
な
姿
に
は
驚
き
ま

し
た
。
寺
の
都
合
で
参
加
出
来
な
い
こ
と
も
度
々
で

す
が
こ
れ
か
ら
も
学
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。ご
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

防
遏
風
潮
四
百
年　
防
ぼ
う

遏あつ
風
潮 

四
百
年

勝
景
欲
遺
軍
命
抗　
勝
景
遺の
こさ

ん
と
欲
し 

軍
命
抗こ
ばむ

賭
身
德
行
古
碑
傳　
身
を
賭
す
徳
行 

古
碑
伝
う

（
註
）昭
和
二
十
年
終
戦
直
前
、
米
軍
上
陸
阻
止
に
備
え
軍
用

材
と
し
て
伐
採
命
令
、松
原
は
存
亡
の
危
機
に
陥
っ
た
。

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
と
私三

水
七
歩
会　

高
橋
純
子

　

神
漢
連
に
入
会
し
て
半
年
が
経
つ
。
そ
れ
ま
で
独

学
だ
っ
た
私
は
、
漢
詩
を
学
ぶ
者
に
と
り
こ
れ
ほ
ど

恵
ま
れ
た
環
境
が
あ
っ
た
の
か
と
驚
い
た
。

　

入
会
し
て
一
か
月
後
の
昨
年
十
一
月
、
大
磯
・
鴫

立
庵
へ
吟
行
会
が
あ
り
、
初
め
て
柏
梁
体
に
挑
戦
す

る
。
次
の
週
は
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
で
講
演
会
。

日
中
間
で
の
季
節
の
捉
え
方
の
違
い
等
、
興
味
深
い

内
容
だ
っ
た
。
そ
の
一
週
間
後
に
は
、
三
水
七
歩
会

へ
。
一
首
ご
と
に
評
価
し
、
互
い
の
詩
論
を
交
換
し

合
う
講
義
は
初
め
て
だ
。
幾
通
り
の
も
表
現
方
法
を

提
言
さ
れ
る
古
田
光
子
先
生
を
始
め
、
中
島
龍
一
先

生
、
先
輩
方
の
熱
心
な
姿
勢
に
刺
激
を
受
け
て
帰
途

に
つ
い
た
。

　

私
は
月
に
一
度
、
湯
島
聖
堂
の
石
川
忠
久
先
生
の

教
室
に
通
っ
て
い
る
。
い
つ
も
自
分
の
勉
強
不
足
が

原
因
な
の
だ
が
、
添
削
で
真
っ
赤
に
な
っ
た
詩
に
、

し
ょ
ん
ぼ
り
と
帰
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

あ
る
秋
の
日
、講
義
を
終
え
た
直
後
、

「
こ
の
字
を『
紅
』に
変
え
る
と
い
い
ん
だ
よ
。」

と
後
ろ
か
ら
声
が
し
た
。「
私
の
詩
の
事
だ
、教
え
て

下
さ
っ
て
る
ん
だ
！
」と
分
か
っ
た
時
は
驚
い
た
。

そ
の
声
の
主
は
、
住
田
笛
雄
先
生
だ
っ
た
の
だ
。
と

漢
詩
と
故
郷 

好
文
会　

久
川
憲
四
郎

　

午
後
の
半
日
休
を
申
請
し
、
通
勤
鞄
に
漢
和
辞
典

と
ダ
レ
漢
を
入
れ
、
昼
食
も
摂
ら
ず
に
赤
坂
の
職
場

か
ら
各
線
を
乗
り
継
ぎ
、
元
町
中
華
街
駅
で
下
車
、

石
段
を
駆
け
登
り
近
代
文
学
館
へ
。
二
〇
〇
九
年
六

月
四
日
午
後
一
時
過
、
神
漢
連
主
催「
第
三
期
初
心

者
入
門
講
座
」教
室
に
飛
び
込
む
。既
に
家
内（
久
川

愛
子
）は
受
講
中
で
そ
の
隣
席
に
座
る
。
演
壇
で
は

故
・
中
山
清
先
生（
初
代
神
漢
連
会
長
）が「
京
都
三

条
の
糸
屋
の
娘
…
…
目
で
殺
す
」（
教
本
・
ダ
レ
漢

一
八
頁
）で
起
承
転
結
の
大
切
さ
を
独
特
の
話
し
ぶ

り
で
講
義
中
。
あ
れ
か
ら
十
年
、
城
田
六
郎
先
生
ご

指
導
の
下
、
好
文
会
で
詩
作
に
励
ん
で
い
ま
す
が
、

三
多
で
な
く
三
少
の
た
め
中
々
上
達
し
ま
せ
ん
。

　

で
も
不
思
議
な
も
の
で
、
年
六
回
の
定
例
会
用
漢

詩
が
一
度
も
欠
く
こ
と
な
く
提
出
で
き
、
会
の
仲
間

そ
し
て
指
導
者
・
城
田
先
生
の
御
批
正
を
得
て
、
曲

が
り
な
り
に
も
詩
が
完
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
高
知
県
出
身
で
三
〇
歳
の
と
き
上
京
し
ま
し

た
。
故
郷
へ
の
思
い
は
一
入
で
、
故
郷
を
詠
ん
だ
詩

が
多
く
あ
り
ま
す
。
中
国
の
詩
人
達
に
も
地
方
や
故

郷
を
詠
ん
だ
詩
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
の
は
、
故
郷

に
は
詩
の
心
を
誘
う
も
の
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

名
勝
入
野
松
原
與
堀
内
雍
喜
頌
德
碑 

沙
汀
十
里
黑
松
連　
沙
汀
十
里 

黒
松
連
な
る

会
員
だ
よ
り
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乍
逆
理
非
筆
鋒
飜 

乍
ち
理
非
を
逆
に
し
て
筆
鋒
飜
り

自
作
驕
戎
宣
傳
僕 

自
ら
驕
戎
宣
伝
の
僕
と
作
る

私
信
被
檢
公
論
禁 

私
信
は
検
せ
ら
れ
公
論
は
禁
じ
ら
れ

良
書
見
焚
老
儒
逐 

良
書
は
焚
か
れ
老
儒
は
逐
わ
る

濫
定
新
法
法
廷
開 

濫
に
新
法
を
定
め
て
法
廷
開
か
れ

卽
絞
將
軍
丞
相
獄 

即
ち
将
軍
を
絞
り
丞
相
は
獄
す

鬱
鬱
慷
慨
皇
土
充 

鬱
鬱
た
る
慷
慨
皇
土
に
充
ち

人
士
扼
腕
仰
天
哭 

人
士
扼
腕
し
て
天
を
仰
い
で
哭
す

回
首
陰
風
侵
庠
黌 

首
を
回
ら
せ
ば
陰
風
庠
黌
を
侵
し

偏
注
兒
童
自
虐
毒 

偏
に
児
童
に
注
ぐ
自
虐
の
毒 

年
改
丙
戌
更
驚
殺 

年
改
ま
り
丙
戌
更
に
驚
殺
す

忽
告
憲
法
于
渙
發 

忽
ち
告
ぐ
憲
法
于
に
渙
発
す
と

不
聞
議
會
有
討
論 

聞
か
ず
議
会
に
討
論
の
有
り
た
る
を

唯
有
佞
儒
諂
諛
說 

唯
有
り
佞
儒
諂
諛
の
説

條
條
怪
見
飜
譯
痕 

條
條
怪
し
み
見
る
飜
訳
の
痕

項
項
誰
疑
逼
令
物 

項
項
誰
か
疑
わ
ん
逼
令
の
物
な
る
を

拔
牙
惑
心
欲

國 

牙
を
抜
き
心
を
惑
わ
し
国
を
亡
ぼ
さ

ん
と
欲
す
る
も

孰
人
敢
掉
憂
國
舌 

孰
人
か
敢
て
掉
わ
ん
憂
国
の
舌

老
壯
噤
口
心
底
期 

老
壮
口
を
噤
ん
で
心
底
に
期
す

時
到
當
自
一
輕
拂 

時
到
れ
ば
当
に
自
ら
一
軽
払
す
べ
し
と

豈
圖
四
海
風
雲
旋 

豈
図
ら
ん
や
四
海
風
雲
旋
り

舊
敵
卻
爲
同
盟
匹 

旧
敵
却
っ
て
同
盟
の
匹
と
な
る
を

只
恨
荏
苒
七
十
年 

只
だ
恨
む
荏
苒
七
十
年

未
除
敗
戰
屈
辱
桎 

未
だ
敗
戦
屈
辱
の
桎
を
除
か
ざ
る
を

不
拂
陰
陰
枷

罟 

陰
陰
た
る
枷

の
罟
を
払
わ
ざ
る
は

何
異
擧
國
黠
奴
虜 

何
ぞ
異
な
ら
ん
国
を
挙
げ
て
黠
奴
の

虜
た
る
に

莫
爲
因

空
偸
安 

為
す
莫
か
れ
因

空
し
く
偸
安
し

長
受
四
隣
他
國
侮 

長
に
四
隣
他
国
の
侮
り
を
受
け
る
を

寄
語
黌
堂
法
學
儒 

語
を
寄
す
黌
堂
法
学
の
儒
の

七
旬
訓
釋
弄
荒
蕪 

七
旬
訓
釈
し
て
荒
蕪
を
弄
す
る
に

須
論
制
定
非
彝
事 

須
ら
く
論
ず
べ
し
制
定
非
彝
の
事
を

莫
墮
拘
攣
章
句
徒 

堕
す
莫
か
れ
拘
攣
章
句
の
徒
に

学
士
会
理
事
長
杯
に
玉
井
幸
久
さ
ん
選
ば
れ
る

高
津
有
二

　

二
〇
一
九
年
度
学
士
会
理
事
長
杯
に
裁
錦
會
最
優

秀
賞
と
し
て
、
玉
井
幸
久
理
事
の「
念
日
本
國
憲
法
」

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。じ
っ
く
り
お
読
み
下
さ
い
。

　

念
日
本
國
憲
法 

　
　

日
本
国
憲
法
を
念
う

平
成
三
十
一
年
三
月   

燧
翁　

玉
井
幸
久

君
不
聞
人
將
死
其
言
也
善

 

君
聞
か
ず
や
人
の
將
に
死
せ
ん
と
す

其
の
言
や
善
し
と 

少
聽
羸
殘
野
老
辯 

少
く
聴
け
羸
残
野
老
の
弁
を

昭
和
乙
酉
敗
戰
年 

昭
和
乙
酉
敗
戦
の
年

天
翳
地
傾
緯
經
斷 

天
翳
り
地
傾
き
て
緯
経
断
た
る

我
儂
若
冠
在
江
湖 

我
儂
は
若
冠
江
湖
に
在
り

祖
國
難
苦
留
雙
眼 

祖
国
の
難
苦
双
眼
に
留
む

軍
師
百
萬
邊
土
殫 

軍
師
百
万
辺
土
に
殫
れ

艟
艨
幾
千
溟
海
盡 

艟
艨
幾
千
溟
海
に
尽
く

城
市
邑
落
劫
灰
堆 

城
市
邑
落　
劫
灰
堆
く

山
河

橋
燼
烟
滿 

山
河
構
橋　
燼
煙
満
つ

皇
民
犹
持
不
屈
魂 

皇
民
は
猶
お
不
屈
の
魂
を
持
す
も

無
奈
廣
島
長
崎
殄 

奈
と
も
す
る
無
し
広
島
長
崎
の
殄
さ
る
を

此
時

斷
九
重
下 
此
の
時
聖
断
九
重
に
下
り

一
億
飮
淚
就
戈
偃 
一
億
涙
を
飲
ん
で
戈
偃
に
就
く

空
墜
大
東
亞
共
榮
旗 　
空
し
く
墜
つ
大
東
亜
共
栄
の
旗

泣
聽
玉
音
宣
忍
難
忍 　
泣
い
て
聴
く
玉
音
の
忍
び
難
き
を

忍
ぶ
と
宣
う
を

讎
將
開
府
帝
都
曲 

讎
将
府
を
開
く
帝
都
の
曲

凌
辱

上
屋
上
屋 

聖
上
を
凌
辱
す
屋
上
の
屋

從
此
正
義
銃
口
生 

此
れ
よ
り
正
義
は
銃
口
よ
り
生
じ

忽
見
追
從
阿
諛
族 

忽
ち
見
る
追
従
阿
諛
の
族

最
卑
每
朝
報

徒 

最
も
卑
し
き
は
毎
朝
の
報
道
の
徒

昨
讚

戰
今
旦
覆 

昨
は
聖
戦
を
讃
え
今
旦
覆
る

台
湾
便
り（
そ
の
三
）

三
水
七
歩
会　

山
岡
健
郎

　

街
角
の
カ
フ
ェ
で
珈
琲
と
読
書
の
ひ
と
時
。

　

本
は
昭
和
初
期
の
日
本
統
治
時
代
、
新
竹
縣
の
一

吟
社「
大
新
吟
社
漢
詩
集
」の
復
刻
版
。当
時
台
湾
の

人
口
六
百
万
人
中
、
三
百
も
の
吟
社
が
あ
り
、
漢
詩

隆
盛
期
で
あ
っ
た
。
台
湾
総
督
児
玉
源
太
郎
も
詩
作

に
長
け
、
台
北
郊
外
の
別
邸
に
台
湾
の
文
人
墨
客
を

招
き
詩
文
を
唱
和
し
た
そ
う
な
。
新
聞
の
投
稿
欄
は

日
台
の
詩
人
が
漢
詩
を
発
表
す
る
重
要
な
場
と
な
っ

て
い
た
。

　

当
時
文
芸
と
は
漢
詩
を
作
り
書
に
し
吟
唱
す
る
こ

と
で
、
日
本
の
為
政
者
は
植
民
地
支
配
の
摩
擦
軽
減

に
漢
詩
を
利
用
し
た
。詩
集
の
前
書
き
に
は
、「
反
帝

国
抗
議
精
神
の
詩
が
多
数
」と
あ
り
、
当
時
の
世
相

が
窺
わ
れ
る
。で
は
詩
集
か
ら
一
首
ご
紹
介
。

　
「
中
秋
」余
成
山　

中
秋
佳
景
月
融
融　

淡
淡
風
輕
一
色
空　

正
是
素
娥
添
美
色　

詩
童
撃
鉢
興
無
窮

　

転
句
の
素
娥
は
月
に
住
む
仙
女
、
昭
和
九
年
の
中

秋
の
名
月
は
さ
ぞ
美
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

昨
今
は
台
湾
で
も
漢
詩
の
勢
い
は
衰
え
て
い
る

が
、
新
聞
に
は
詩
の
投
稿
欄
も
あ
り
、
秋
に
は
文
芸

賞
へ
の
応
募
も
盛
ん
と
聞
く
。時
代
は
変
わ
っ
た
が
、

私
の
よ
う
な
初
心
者
で
も
、
漢
詩
を
通
し
て
台
湾
人

と
交
流
で
き
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
あ
、待
在
家
裡 

讓
我
們
閲
讀
漢
詩
！
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に
当
っ
て
明
月
に
似
た
り

　
「
富
士
山
」は
広
が
り
、
高
さ
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
と
自
然
に
対
し
て
の
畏
敬
の
情
が
あ
り
、
む
ず
か

し
い
言
葉
が
一
つ
も
な
い
、
う
っ
と
り
と
し
て
し
ま

う
と
絶
賛
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
海
の
詩
の
傑
作
と

さ
れ
る
規
則
の
な
い
古
詩
の「
泊
天
草
洋
」は
自
然

観
が
す
ば
ら
し
い
こ
ち
ら
が
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
か
な
。

「
泊
天
草
洋
」は
規
則
の
な
い
古
詩
で「
富
士
山
」は

型
が
あ
る
か
ら
ど
ち
ら
か
一
つ
を
選
ぶ
と
な
る
と
と

先
生
大
い
に
悩
ま
れ
ま
し
た
。

　

五
律
の「
富
士
山
」で
は
中
国
の
詩
で
一
番
大
事

な
の
は
対
句
で
あ
る
事
、
他
の
詩
で
は
漢
字
の
字
面

が
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
借
り
て
利
用
す
る
事
な
ど
実
り

あ
る
講
演
で
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
者
は

朗
読
の
部
で
は
室
橋

幸
子
さ
ん
が
孟
浩
然

の「
春
暁
」
で
優
秀

賞
に
、
創
作
の
部
で

は
高
橋
純
子
さ
ん
が

「
雪
徑
看
花
」で
最
優

秀
賞
に
、
板
本
健
作

さ
ん
が「
過
鴫
立
庵

圓
位
堂
」で
、特
別
賞

を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

雪
徑
看
花 

高
橋
純
子

六
花
細
細
玉
粧
朝　
六
花
細
々 

玉
粧
の
朝

人
絶
林
園
古
徑
蕭　
人
絶
え
林
園 

古
径
蕭
た
り

払
雪
鳴
禽
忽
飛
去　
雪
を
払
い
て
鳴
禽 

忽
ち
飛
び
去
り

茶
梅
一
點
落
寒
條　
茶
梅
一
点 

寒
條
よ
り
落
つ

第
七
回
漢
詩
朗
読
・
創
作
発
表
大
会

主
催　

桜
美
林
大
学
孔
子
学
院

以
文
会　

大
森
冽
子

　

令
和
二
年
一
月
二
十
五
日
に
相
模
原
市
の
桜
美
林

大
学
淵
野
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
石
川
忠
久
先
生（
斯
文
会
理
事
長
・
全
国

漢
文
教
育
学
会
会
長
）の「
日
本
人
と
漢
詩
」と
題
す

る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
人
は
俳
句
や
和
歌
と

同
じ
よ
う
に
漢
詩
を
作
れ
る
特
技
、
手
段
を
持
っ
て

豊
か
な
言
語
生
活
が
で
き
る
こ
の
素
晴
ら
し
伝
統
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
漢
文
教
育
へ
の
尽
き
な
い

情
熱
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
全
九
首
の
中
、

二
首
の
み
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

富
士
山 

柴
野
栗
山

誰
将
東
海
水　

濯
出
玉
芙
蓉　

蟠
地
三
州
尽　

挿
天
八
葉
重　

雲
霞
蒸
大
麓　

日
月
避
中
峰　

独
立
原
無
競　

自
為
衆
岳
宗

　

誰
か
東
海
の
水
を
将
っ
て 

濯
い
出
だ
す
玉
芙

蓉

地
に
蟠
り
て
三
州
尽
き 

天
に
挿
み
て
八
葉
重

な
る　

雲
霞
大
麓
に
蒸
し 

日
月
中
峰
を
避
く　

独

立
し
て
原
と
競
う
無
し 
自
ら
衆
岳
の
宗
と
な
る

　

泊
天
草
洋 

頼　

山
陽

雲
耶
山
耶
呉
耶
越　

水
天
髣
髴
靑
一
髪　

万
里
泊
舟
天
草
洋　

煙
横
蓬
窓
日
漸
没　

瞥
見
大
魚
躍
浪
間　

太
白
当
船
明
似
月　

　

雲
か
山
か
呉
か
越
か 

水
天
髣
髴
青
一
髪　

万
里

舟
を
泊
す
天
草
の
洋 

煙
は
蓬
窓
に
横
わ
り
て
日
漸

く
没
す　

瞥
見
す
大
魚
の
波
間
に
躍
る
を 

太
白
船

「
新
元
号
令
和
慶
祝
詩
集
」が
刊
行
さ
れ
る

以
文
会　

香
取
和
之

　

昨
年
五
月
一
日
に
新
天
皇
が
即
位
さ
れ
、
新
元
号

が「
令
和
」と
な
っ
た
が
、漢
詩
愛
好
者
に
よ
る
慶
祝

の
思
い
を
漢
詩
に
こ
め
て
、
石
川
忠
久
先
生
の
も
と

漢
詩
集
が
企
画
さ
れ
た
。
二
松
詩
文
会
、
全
日
本
漢

詩
連
盟
、
斯
文
会
聖
社
詩
会
の
三
団
体
の
共
催
で
、

百
八
十
八
首
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
百
首
が

選
別
さ
れ
、
石
川
先
生
を
中
心
に
多
少
の
手
を
加
え

て
昨
年
十
二
月
二
十
日
に
刊
行
さ
れ
た
。
元
号
を
慶

祝
す
る
漢
詩
集
は
未
だ
か
っ
て
な
く
、
画
期
的
な
こ

と
で
あ
る
。石
川
先
生
の
玉
詞
を
紹
介
し
ま
す
。

　

慶
賀
新
元
號
令
和　
　

新
元
号
令
和
を
慶
賀
す

平
成
令
和
接　
　

平
成
令
和
接
ぎ

己
亥
改
元
初　
　

己
亥
改
元
の
初
め

二
百
四
十
八　
　

二
百
四
十
八（
元
号
）

一
千
三
百
餘　
　

一
千
三
百
余（
年
）

志
精
承
國
事　
　

志
は
精
に
し
て
国
事
を
承
け

心
切
奉
皇
儲　
　

心
は
切
に
し
て
皇
儲
を
奉
ず

雨
露
堯
天
大　
　

雨
露 

尭
天
大
に

衣
冠
舜
日
舒　
　

衣
冠 

舜
日
舒
ぶ

　

尚
、
神
漢
連
会
員
で
は
以
下
の
諸
氏
の
漢
詩
が
採

録
さ
れ
た
。相
原
一
輝
、新
井
治
仁
、石
川
省
吾
、牛

山
知
彦
、岡
崎
満
義
、岡
田
泰
男
、尾
崎
明
子
、香
取

和
之
、
小
嶋
明
紀
子
、

小
林
迪
雄
、住
田
笛
雄
、

高
田
宗
治
、高
橋
純
子
、

室
橋
幸
子
、
横
溝
喜
久

雄
、横
溝
比
呂
美
。



10

漢詩神奈川神奈川県漢詩連盟会報　第27号 令和2（2020）年7月15日

漢
詩
と
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
上
一
利

　

東
京
五
輪
の
少
し
前
、
昭
和
三
十
年
代
の
後
半
に

連
続
Ｔ
Ⅴ
ド
ラ
マ「
柔
道
一
代
」が
放
映
さ
れ
て
い
た
。

御
木
本
仲
介
の
主
演
で
、
加
納
治
五
郎
と
講
道
館
四

天
王
を
モ
デ
ル
と
し
た
柔
道
ド
ラ
マ
で
あ
っ
た
。

　

村
田
英
雄
の
主
題
歌「
柔
道
一
代
」も
当
時
は
随

分
は
や
っ
て
い
た
思
い
出
が
あ
る
。
最
後
に
芥
川
隆

行
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
入
り
、
次
週
へ
と
続
く
の
だ

が
、「
芥
川
節
」と
も
称
さ
れ
た
独
特
の
渋
い
語
り
に

毎
週
魅
了
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

そ
の
一
話
は「
電
光
影
裡
に
春
風
を
斬
る
」と
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
が
つ
け
ら
て
い
た
。
細
か
い
筋
等
は

す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
番
組
最
後
の「
デ

ン
コ
ウ
エ
イ
リ
ニ
シ
ュ
ン
プ
ウ
ヲ
キ
ル
」の
フ
レ
ー

ズ
だ
け
は
、
意
味
不
明
な
が
ら
も
中
学
生
で
あ
っ
た

筆
者
の
心
に
も
鮮
明
に
焼
き
付
け
ら
れ
た
。

　

十
代
の
後
半
は
受
験
勉
強（
国
語
）の
一
助
に
な

る
、
と
の
屁
理
屈
を
こ
ね
ま
わ
し
て
漱
石
の
小
説
を

読
み
漁
っ
た
。
確
か「
猫
」だ
っ
た
と
思
う
が
、
登
場

人
物
が
し
ゃ
べ
る「
電
光
影
裡
に
春
風
を
斬
る
」の

科
白
を
偶
然
み
つ
け
て
驚
い
た
。

　

忘
れ
か
け
て
い
た
記
憶
が
一
気
に
蘇
っ
て
き
た
よ

う
で
、
早
速
諸
橋
の
大
漢
和
を
調
べ
て
み
た
。
円
覚

寺
開
山
の
無
学
祖
元
の
七
絶
の
結
句
で
あ
っ
た
。
実

に
よ
く
で
き
た
句
で
、
字
面
も
良
く
て
、
声
に
出
し

て
も
素
晴
ら
し
い
。全
文
は
、

乾
坤
無
地
卓
孤
筇 

乾
坤
地
の
孤
筇
を 

卓
つ
る
無
し

喜
得
人
空
法
亦
空 

喜
び
得
た
り
人
空
に
し
て
法
も
亦
空
な
る
を

珍
重
大
元
三
尺
劍 

珍
重
す
大
元
三
尺
の
剣

電
光
影
裡
斬
春
風 

電
光
影
裡
に
春
風
を
斬
る

 

読
み
下
し
は
猪
口
篤
志「
日
本
漢
詩（
上
）」

明
治
書
院
刊
に
よ
る

　

解
説
を
読
む
と
、
師
が
ま
だ
宋
に
い
る
時
、
元
兵

に
捕
え
ら
れ
、
正
に
首
を
刎
ね
ら
れ
よ
う
と
し
た
そ

の
場
で
元
兵
に
示
し
た
偈
と
あ
る
。
兵
は
感
悔
し
拝

礼
し
て
去
っ
た
、
と
続
く
が
、
修
行
を
積
ん
だ
高
僧

の
胆
力
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
ん
な
背
景
も
知
ら
ず
、
た
だ
単
に
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
語
呂
の
調
子
良
さ
だ
け
に
惹
か
れ
て
い
た
自
分

に
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
後
年
漢
詩
を
作
る

よ
う
に
な
っ
て
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
る
の
は
、
声

に
出
し
て
読
む
こ
と
の
大
切
さ
で
あ
る
。

　

昔
よ
り
素
読
の
理
論
的
裏
付
け
と
し
て「
読
書
百

篇
義
自
ず
か
ら
見
る
」と
言
わ
れ
て
い
る
。
真
に
そ

の
通
り
で
あ
る
が
、
同
時
に
発
声
の
大
切
さ
を
教
え

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
目
で
見
る
、
声
に
出
す
、
耳
か

ら
聴
く
、更
に
手
を
動
か
す（
筆
写
）と
五
感
を
総
動

員
し
て
古
人
は
、
知
識
を
身
体
に
沁
み
込
ま
せ
る
努

力
を
続
け
た
の
で
は
、と
想
像
し
て
み
る
。

　

最
近
は
ボ
ケ
防
止
の
一
環
と
し
て
漢
詩
の
精
読
、

暗
記
を
心
が
け
て
い
る
。
特
に
覚
え
る
の
が
難
し
そ

う
な
七
律
を
中
心
に
選
ん
で
い
る
。
前
述
し
た
様
に

音
読
を
丹
念
に
繰
返
し
実
施
し
て
い
る
。
次
に
声
を

出
し
な
が
ら
紙
に
書
い
て
み
る
。そ
れ
で
い
か
に
も
暗

記
は
完
了
し
た
よ
う
な
気
分
に
な
る
が
、
数
日
後
に

自
己
テ
ス
ト
を
し
て
み
る
と
結
構
各
句
で
つ
ま
づ
き
、

思
っ
た
よ
う
に
は
ス
ラ
ス
ラ
書
け
な
い
事
が
多
い
。

　

一
ヶ
月
位
経
過
し
て
完
全
に
書
け
た
詩
は
、
一
応

身
に
つ
い
た
も
の
と
し
て
い
る
が
、
十
首
に
満
た
な

い
。
い
つ
か
実
作
の
折
に
役
立
つ
の
で
は
、
と
今
日

も
は
か
な
い
努
力
を
続
け
て
い
る
が
、
そ
ん
な
日
は

ど
う
も
来
そ
う
に
な
い
。

　

詩
も
か
な
り
読
ん
で
は
き
た
が
、「
電
光
影
裡
に

春
風
を
斬
る
」を
凌
駕
す
る
よ
う
な
結
句
に
は
未
だ

出
会
え
て
い
な
い
。
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神
漢
連
会
員

神
漢
連
会
員
「
令
和
元
年
度
扶
桑
風
韻
漢
詩
大
会
」

「
令
和
元
年
度
扶
桑
風
韻
漢
詩
大
会
」で
活
躍
活
躍

 

村
田
瑛
子

　

黃
鶴
樓
聞
玉
笛 

　

黄
鶴
楼
に
玉
笛
を
聞
く　

長
江
渺
渺
浪
悠
悠 

長
江
渺
び
ょ
う
び
ょ
う々　

浪
悠ゆ
う

々ゆ
う

一
望
碧
空
黃
鶴
樓 

碧へ
き
空く
う
を
一
望
す　
黄こ
う

鶴か
く

楼ろ
う

玉
笛
還
聞
千
載
後 

玉
ぎ
ょ
く

笛て
き

還ま

た
聞
く　
千
載
の
後の
ち

仙
人
已
去
舊
雲
流 

仙せ
ん

人に
ん

已す
で
にに
去
れ
ど
も　
旧
き
ゅ
う

雲う
ん

流な
が
る

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

訃
報■

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員 
三
上
光
敏
氏
は

令
和
二
年
二
月
十
六
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

（
享
年
八
十
歳
）

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 

小
嶋
明
紀
子

　

山
中
尋
友 
　

山
中
友
を
尋
ぬ

獨
衝
微
雨
上
羊
腸 
独
り
微び

雨う

を
衝つ

き
て　
羊
腸
に
上の
ぼ
る 

石
徑
秋
花
冷
蕊
黃 

石
径
の
秋
し
ゅ
う
花か　

冷れ
い
蕊ず
い　

黄き

な
り

誰
識
山
中
高
士
在 

誰
か
識
る　
山
中
に
高こ
う
士し

在あ

り
と

幽
居
唯
有
野
蔬
香 

幽
居　
唯
だ　
野や

蔬そ

の
香か
ん
ばし
き
有
る
の
み

 

大
石
加
代
子

　

大
江
靜
夜 

　

大
江
の
静
夜

西
風
瑟
瑟
水
邊
樓 

西
風
瑟し
つ
々し
つ　

水す
い
辺へ
ん
の
楼ろ
う

眼
下
長
江
古
渡
頭 

眼
下
の
長
江　
古
渡
の
頭ほ
と
り　

一
葦
漂
然
棹
歌
去 

一い
ち
葦い

漂ひ
ょ
う

然ぜ
ん
と
し
て
棹と
う
か歌
し
て
去
る

三
更
月
白
四
圍
幽 

三さ
ん

更こ
う

月つ
き

白し
ろ
く
四し

囲い

幽ゆ
う
な
り

 

仁
上
恵
子

　

雪
後
思
友 

　

雪
後
友
を
思
ふ　

映
雪
月
華
方
皓
然 

雪
に
映
ず
る
月げ
っ
華か　

方ま
さ
に
皓こ
う
然ぜ
ん
た
り

獨
吟
孤
酌
抱
愁
眠 

独ど
く

吟ぎ
ん

孤こ

酌し
ゃ
く

　

愁う
れ
ひを
抱い
だ
ひ
て
眠
る

子
猷
乘
興
夢
中
到 

子し
ゆ
う猷
興き
ょ
うに
乗
じ
て
夢
中
に
到
る

人
跡
有
無
探
曉
天 

人じ
ん
跡せ
き
の
有う
む
無　
暁
天
に
探
る

秀　

作

入
選
作
品

令
和
二
年
の
全
国
漢
詩
大
会
の
予
定

奮
っ
て
応
募
し
よ
う
！

　

詳
細
は
、グ
ー
グ
ル
等
で
各
大
会
を「
検
索
」。

漢
詩
応
募
規
定
・
用
紙
は
、
各
大
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

● 

第
三
十
五
回
国
民
文
化
祭
・
み
や
ざ
き
２
０
２
０

全
国
漢
詩
の
祭
典

十
月
二
十
四
日（
土
）　

宮
崎
市

自
由
題

応
募
完
了

● 

令
和
二
年
度
全
日
本
漢
詩
連
盟「
扶
桑
風
韻
」

漢
詩
大
会

詩
題　
「
舟
、船
等
」

応
募
期
間　

八
月
一
日
〜
十
月
三
十
一
日

応
募
資
格
は
全
漢
連
正
会
員
及
び
準
会
員

● 

第
二
十
三
回
全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

十
一
月
二
十
九
日　

表
彰
式　
　

多
久
市

詩
題　
「
音
、ま
た
は
、声
」

応
募
締
切　

八
月
十
五
日

● 

第
五
回
漱
石
漢
詩
記
念
漢
詩
大
会

十
二
月
五
日（
土
）　

熊
本
市

自
由
題

応
募
完
了

● 

第
十
二
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

十
一
月
十
四
日
・
十
五
日　
　

三
条
市

自
由
題

応
募
締
切　

七
月
三
十
一
日
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編
集
後
記 

　

皆
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
の
為
の

外
出
自
粛
の
中
、い
か
が
お
過
ご
し
で
し
た
か
。

　

神
漢
連
の
行
事
も
、春
の「
初
心
者
入
門
講
座
」が

秋
以
降
に
延
期
と
な
り
、「
総
会
」も
集
会
型
で
な
く

書
面
審
議
で
行
わ
れ
、
皆
様
の
ご
期
待
の
大
き
か
っ

た
石
川
忠
久
先
生
の「
漢
詩
講
演
会
」も
急
遽
取
止

め
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
為
、
予
定
し
て
い
た

記
事
数
が
減
り
、
こ
れ
ま
で
は
十
六
頁
構
成
だ
っ
た

会
報
も
今
回
は
十
二
頁
に
縮
小
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

し
か
し
、
漢
詩
鑑
賞
会
Ｂ
や
Ｃ
は
、
集
会
型
に
代

わ
り
新
た
に
メ
ー
ル
活
用
型
で
既
に
再
開
し
、
ま
た

「
令
和
二
年
神
漢
連
漢
詩
大
会
―
コ
ロ
ナ
禍
克
服
を

目
指
し
て
ー
」が
主
と
し
て
各
漢
詩
サ
ー
ク
ル
会
員

と
の
メ
ー
ル
や
り
取
り
で
急
遽
実
現
す
る
な
ど
、
神

漢
連
の
た
く
ま
し
さ
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
も
、多
く
の
方
々
か
ら「
会
員
だ
よ
り
」の
投

稿
を
頂
き
、
更
に「
漢
詩
と
私
」で
は
、
池
上
一
利
先

生
か
ら
漢
詩
学
習
の
為
の
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、「
令
和
元
年
度
扶
桑
風
韻
漢

詩
大
会
」や「
令
和
二
年
神
漢
連
漢
詩
大
会
」を
始
め

各
種
大
会
で
受
賞
さ
れ
た
方
々
の
詩
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
今
回
も
、
会
報
最
新
号
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　

そ
し
て
三
村
会
長
が
巻
頭
言
で
述
べ
て
い
る
よ
う

に「
心
を
合
わ
せ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
切
ろ
う
！
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
香
取
和
之
）

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟 

今
年
度
の
行
事
予
定

左
記
の
行
事
予
定
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
終
息
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
九
月
初
め
に
神
漢
連
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
再
度
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

● 
初
心
者
入
門
講
座　
　

漢
詩
の
鑑
賞
と
実
作（
全
五
回
の
講
義
と
実
習
、
第
十
四
期
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漢
詩
に
関
心
の
あ
る
お
友
達
に
声
を
か
け
、
推
薦
し
て
下
さ
い

期　
　

日 
①
十
月
六
日（
火
）　

②
十
月
十
三
日（
火
）　

③
十
月
二
十
八
日（
水
）　

 
④
十
一
月
十
日（
火
）　

⑤
十
一
月
二
十
五
日（
水
）

時　
　

間 

午
後
一
時
三
〇
分
〜
四
時
三
〇
分

講　
　

師 

三
村
公
二
会
長
他　

連
盟
役
員　

場　
　

所 

神
奈
川
近
代
文
学
館
中
会
議
室

問
合
せ
・
受
講
申
込（
連
盟
事
務
局
）

 

〒243-0412　

海
老
名
市
浜
田
町
十
六
―
九　

高
津
有
二　

 
T
EL/FA

X
 046-233-7641  M

ail yutakatsu626@
nifty.com

　
　

● 

漢
詩
講
演
会

期　
　

日　

令
和
二
年
十
一
月
十
八
日（
水
）　

時　
　

間　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

場　
　

所　

神
奈
川
近
代
文
学
館
ホ
ー
ル

講
演
者
と
演
題　

横
浜
国
立
大
学
准
教
授　

高
芝
麻
子
先
生　
「
阿
倍
仲
麻
呂
と
唐
詩
人
」

参
加
申
込　

不
要
。
会
員
以
外
も
参
加
可
能
。
無
料
。

● 

漢
文
法
基
礎
講
座

期　
　

日　
（
前
期
）令
和
二
年
十
月
〜
令
和
三
年
三
月
、
第
三
土
曜
日
、
全
五
回

　
　
　
　
　
（
後
期
）令
和
三
年
四
月
〜
令
和
三
年
九
月
、
第
四
土
曜
日
、
全
五
回

時　
　

間　

午
後
二
時
〜
四
時

場　
　

所　

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
、
他

講　
　

師　

横
浜
国
立
大
学
准
教
授　

高
芝
麻
子
先
生　

参
加
申
込　

要
。
受
講
料
三
千
円
。
問
合
せ
・
申
込
先
は「
初
心
者
入
門
講
座
」と
同
じ
。　

● 

研
修
会　
　

来
年
一
〜
三
月
の
予
定　

● 

吟
行
会　
　

来
年
一
〜
三
月
の
予
定


